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１．本調査の概要１．本調査の概要

本調査は、那覇空港の総合的な調査の一貫として、今年度、別途調査において実施される那覇空港の将来対応

方策案の検討と連携し、滑走路増設が周辺環境に与える影響について既存資料を基に概略的に検討を行った。

■那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

１）自然環境

①水象（潮流）

②水質（水の汚れ：ＣＯＤ）

③底質

④陸域生物

⑤海域生物

⑥生態系

２）社会環境

⑦騒音（航空機騒音）

⑧景観

⑨人と自然の触れ合い活動

⑩歴史的・文化的環境

⑪その他関連する法令、関連事業
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

１１）調査範囲）調査範囲

・那覇空港周辺の海域及び瀬長島や大嶺崎周辺区域について、平成13～15年度、平成18年度に環境の現況調
査を実施。

・調査範囲は以下のとおり。
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー１）水環境２ー１）水環境

■水質

河川：那覇空港近傍の河川の水質は、近年、改善の傾向がみられ、環境基準を達成している。

海域：那覇港内及び泊港内の２地点で環境基準を超過している。

■河川の状況

那覇空港北側：二級河川の国場川、久茂地川、安里川

那覇空港南側：普通河川の具志川、保栄茂川

※瀬長島から大嶺崎にかけての那覇空港周辺区域には流入河川はない。

水質調査地点水質調査地点
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■潮流（平成13年度の現地調査結果）

・リーフ外で南北流が卓越し、流速の平均は20cm/s程度

・リーフ内では、周辺地形に沿った流れがみられ、平均流速は10cm/s以下

夏季 冬季

２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー１）水環境２ー１）水環境
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

22ー２）陸域生物ー２）陸域生物

■出現状況

・瀬長島及び大嶺崎周辺区域では、動物311種類、植物156種類の陸域生物を確認。

分類群 合計 大嶺崎 瀬長島

哺乳類  4科  5種類  2科  3種類  4科  4種類

爬虫類  7科 10種類  4科  4種類  7科  9種類

両性類  2科  3種類  2科  3種類  1科  1種類

鳥類 24科 73種類 （区分なし） （区分なし）

陸上昆虫類 83科200種類 53科105種類 70科148種類

陸生貝類 12科 17種類  8科 11種類 10科 14種類

オカヤドカリ類  1科  3種類  1科  3種類  1科  3種類

133科311種類

陸上植物 52科156種類 40科109種類 41科108種類

185科467種類

陸域動物　合計 －

－陸域生物　合計

陸上生物（動物・植物）の出現種類数
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー２）陸域生物２ー２）陸域生物

■貴重種

鳥類確認区域

E区域

D区域

C区域

B区域

A区域

F区域

Ｅ区域

Ｂ区域
Ａ区域

Ｆ区域
Ｄ区域

Ｃ区域瀬長島

【陸域生物　貴重種一覧（鳥類を除く）】

H13 H14 H15
環境省
RDB

水産庁
沖縄県
RDB

(改訂版)

種の
保存法

天然
記念物

大嶺崎 瀬長島

1 哺乳類 ワタセジネズミ ○ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○ ○

2 オキナワハツカネズミ ○ 情報不足 ○

3 爬虫類 オキナワキノボリトカゲ ○ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類 ○

4 オキナワトカゲ ○ 準絶滅危惧 ○

5 アマミタカチホヘビ ○ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○

- 両生類 なし

- 陸上昆虫類 なし

6 陸生貝類 ノミガイ ○ 絶滅危惧II類 ○ ○

7 イトマンケマイマイ ○ 絶滅危惧Ⅱ類 ○

8 トウガタホソマイマイ ○ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧IB類 ○

9 陸上植物 ハリツルマサキ ○ 絶滅危惧II類 ○

10 ハイシバ ○ 絶滅危惧II類 ○

11 ヤリテンツキ ○ 絶滅危惧II類 ○

貴重種数 6 7

※上記貴重種の他、ナキオカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、オカヤドカリが国指定天然記念物となっており、瀬長島・大嶺崎とその周辺に分布

【陸域生物　貴重種一覧（鳥類）】

H13 H14 H15
環境省
RDB

水産庁
沖縄県
RDB

(改訂版)

種の
保存法

天然
記念物

Ａ区域 Ｂ区域 Ｃ区域 Ｄ区域 Ｅ区域 Ｆ区域 瀬長島

1 鳥類 チュウサギ ○ 準絶滅危惧 希少 準絶滅危惧 - - ○ - - - -

2 クロツラヘラサギ ○ ○ 絶滅危惧IA類 絶滅危惧 絶滅危惧IA類 - - - - ○ - -

3 ミサゴ ○ ○ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ - -

4 ハヤブサ ○ ○ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ - - - - - -

5 シロチドリ ○ ○ 準絶滅危惧 ○ ○ ○ - ○ - -

6 アカアシシギ ○ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ - - ○ - -

7 ホウロクシギ ○ 絶滅危惧II類 - - - - ○ - -

8 セイタカシギ ○ 絶滅危惧IB類 希少 絶滅危惧Ⅱ類 - - - - ○ - -

9 ツバメチドリ ○ ○ 絶滅危惧II類 絶滅危惧Ⅱ類 - ○ - - - - -

10 コアジサシ ○ 絶滅危惧II類 減少傾向 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○ ○ ○ ○ - -

11 ヒメアマツバメ ○ 準絶滅危惧 - - - - - - ○

12 カワセミ ○ 準絶滅危惧 - - - - ○ - -

4 5 4 2 8 0 1

No. 項目 種名

調査地区現地調査結果

貴重種数

No. 項目 種名

現地調査結果 調査地区選定基準

選定基準
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー２）陸域生物２ー２）陸域生物

：ガジュマル－フウトウカズラ群落

：オオバギ－フウトウカズラ群落

：ギンネム群落

：アダン群落

：ススキ群落

：ハイキビ群落

：ハマスゲ群落

：シバ群落（植裁）

：建物・裸地

：調査対象地域

－ 凡 例 －

ギンネム群落

アダン群落

ススキ群落

■陸域植物（植生）

・瀬長島では、オオバギーフウトウカズラ群落、ガジュマルーフウトウカズラ群落、ギンネム群落、アダン群
落等の二次林が 多くを占めていた。

・大嶺崎周辺区域では、ギンネム群落、アダン群落等の二次林の他、ハイキビ群落、チガヤ群落等の草地が多
くを占めていた。

：ギンネム群落

：オオハマボウ群落

：アダン群落

：クサトベラ群落

：シイノキカズラ群落

：セイコノヨシ群落

：ススキ群落

：パラグラス群落

：ナンゴクワセオバナ群落

：コウライシバ群落（植裁）

：コウシュンシバ群落（植裁）

：ギョウギシバ群落

－凡 例－

： ハイキビ群落

： チガヤ群落

： 建物・裸地

： 調査対象地域
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー３）海域生物２ー３）海域生物

【海域生物】
合計

貝類　等 21目103科465種類 （軟体動物：貝類、イカ・タコ類）

ゴカイ類　等 15目 36科129種類 （環形動物：ゴカイ類、ミミズ類）

甲殻類　等 11目 75科239種類 （節足動物：甲殻類、昆虫類、ウミグモ類等）

棘皮動物　等 13目 26科 69種類 （棘皮動物：ヒトデ類、ウニ類、ナマコ類等）

その他 24目 38科 62種類 （海綿動物、星口動物、触手動物,原索動物等）

サンゴ類  5目 18科230種類
魚類  9目 42科283種類

98目338科1477種類
海藻類 緑藻  5目 11科 64種類

褐藻  6目  7科 25種類
紅藻  7目 26科 81種類
その他  2目  2科  4種類

海草類 種子植物  2目  4科  9種類
22目 50科183種類海域植物　合計

備考

海域動物　合計

分類群

底生生物、
干潟生物

サンゴ

海草類

■出現状況

・那覇空港の周辺海域では、動物1477種類、植物183種類の海域生物を確認。
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２２．．那覇空港周辺の環境現況那覇空港周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２－３）海域生物２－３）海域生物

区分 和名 区分 和名 区分 和名
アオサンゴ アラムシロガイ オチバガイ
ムカシサンゴ リュウキュウムシロガイ ホソズングリアゲマキガイ
クシハダミドリイシ オオシイノミクチキレガイ オイノカガミガイ
クサビライシ リュウキュウサルボウガイ リュウキュウアサリ
オオサザナミサンゴ ホソスジヒバリガイ シラオガイ
ヤジリスカシガイ ハボウキガイ オキシジミ
キンランカノコガイ アコヤガイ ヤエヤマスダレガイ
クサイロカノコガイ クロチョウガイ スダレハマグリ
タマキビガイ カブラツキガイ オミナエシハマグリ
ヒメウズラタマキビガイ ウラキツキガイ ヒメリュウキュウアサリ
イボウミニナ チヂミウメノハナガイ スリガハマ
ヘナタリガイ カワラガイ オキナワアナジャコ
カワアイガイ ハートガイ ナキオカヤドカリ
コゲツノブエガイ イレズミザルガイ ムラサキオカヤドカリ
カヤノミカニモリガイ ヒメジャコガイ アマミマメコブシガニ
トウガタカニモリガイ イソハマグリ オキナワヤワラガニ
ウラスジマイノソデガイ クチバガイ オキナワヒライソガニ
リスガイ ユキガイ チゴイワガニ
ヘソアキトミガイ ウネイチョウシラトリガイ コウナガイワガニモドキ
コガンゼキボラ ダイミョウガイ ケフサヒライソモドキ
ヨウラクレイシガイダマシ コニッコウガイ ヤエヤマシオマネキ
オキナワハナムシロガイ ヒメニッコウガイ ルリマダラシオマネキ
カニノテムシロガイ ニッコウガイ シラヒゲウニ
シロアラレムシロガイ マスオガイ カンムリブダイ

区分 和名 区分 和名 区分 和名
ホソエガサ フイリグサ コアマモ
カサノリ キリンサイ ベニアマモ
ナガミズタマ カラゴロモ リュウキュウアマモ
ウスガサネ リュウキュウズタ マツバウミジグサ
ヒロハサボテングサ ハナヤナギ ウミジグサ
ケコナハダ クビレミドロ ボウバアマモ
フクロフノリ ウミヒルモ

リュウキュウスガモ
環境省、沖縄県のＲＤＢにおいて、絶滅危惧Ⅰ類に指定されている種
環境省、沖縄県のＲＤＢにおいて、絶滅危惧Ⅱ類に指定されている種

貝
類

貝
類

甲
殻
類

海
草
類

貝
類

【海域植物　21種】

海
藻
類

海
藻
類

サ
ン
ゴ
類

他

【海域動物　72種】

■貴重種
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

２）自然環境２）自然環境

２ー３）海域生物２ー３）海域生物

サンゴ・藻場分布状況（平成18年度）

サンゴ 全体約560ha

藻場 全体約 90ha

サンゴ

藻場

■サンゴ・藻場分布範囲
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

３ー１）大気環境３ー１）大気環境

■大気質

光化学オキシダントを除き、大気汚染の環境基準を達成

※光化学オキシダントは、東アジア地域からのオゾンの移流による影響と考えられている。

■騒音

那覇市内の道路交通騒音、空港周辺の航空機騒音は、環境基準を超過

那覇市

豊見城市

0 1 2km

糸満

● ●

那覇浄化センター

●
●
与根

具志

糸満市
那覇市

調査地点
●：航空機騒音
◆：大気質

※赤字は環境基準を超える地点

◆
◆

◆

◆
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

３ー２）人と自然の触れ合い活動３ー２）人と自然の触れ合い活動

・瀬長島の周辺は、ビーチパーティー、野球場の利用、サイクリング、散歩等に利用されている。

・瀬長島の南側の海域では、マリンスポーツ等に利用されている。

・大嶺崎付近の干潟では、潮干狩り等に利用されている。
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

３ー３）歴史・文化的環境３ー３）歴史・文化的環境

・

■瀬長島■瀬長島

・瀬長島は、アマミキヨ（琉球神話の開闢神：世の中の始まり）の子孫が拓いた地で、豊見城発祥の地とし

ても言い伝えが残されている。

・戦前は、35～37世帯の集落を形成していたが、旧日本軍による立ち退き命令により占有され、戦後米軍の

飛行場施設の一部として接収され、昭和52年に返還され、現在に至っている。

・瀬長島には、豊見城市が周知の埋蔵文化財包蔵地として位置づけた集落跡の瀬長古島遺跡や瀬長グスクが

分布しており、その他、軍用地返還後に祀られた拝所が12か所存在している。

■大嶺崎周辺区域

・大嶺崎周辺区域は、昭和16年頃までは約330世帯の集落が存在していたが、旧日本海軍の軍事飛行場として

昭和6年から昭和18年頃までに数回の拡張工事が行われ、戦後（昭和20年）に米軍へ接収された地域である。

現在、空港施設の一部として利用されている。

・大嶺部落跡は那覇市から周知の埋蔵文化財包蔵地として位置づけられており、民間信仰に関わる構造物と

しては、井泉としてヒーザーガー、御嶽等拝所として龍宮神、ウフグシク・タマグシク、土帝君、ナカシ

の４か所が存在している。
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

３ー３）歴史・文化的環境３ー３）歴史・文化的環境

８

路

２

１

７

３
４５
６

14

13

12
11

10

９

８
２

１

７

３
４５
６

14

13

12
11

10

９

御嶽等拝所拝所等3～ 14

旧跡瀬長グスク2

旧跡瀬長古島遺跡1

種別名称No.

御嶽等拝所拝所等3～ 14

旧跡瀬長グスク2

旧跡瀬長古島遺跡1

種別名称No.

※表中の番号は図に対応する
※周知の埋蔵文化財包蔵地：貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅そのほか他埋蔵文化財包蔵する土地と
して周知されている土地（文化財保護法）。
※出典：那覇市歴史地図（文化遺産悉皆調査報告書 那覇市教育委員会 1986 ）

無現在、島内には12か所の拝所が祀られているが、
誰がどのような目的で祀ったかについては確認
ができない状況である。現在、豊見城市教育委
員が整理を行っている段階である。

御嶽
等拝
所

拝所等
（12か所）

3～14

周知の埋
蔵文化財
包蔵地

瀬長島の北西丘陵上にあったグスクである。グ
スクのあった丘陵は戦後米軍の用地に接収され、
グスクも削り取られてしまいグスクの範囲の推
定や遺物の採取が困難な状況である。また、瀬
長グスクの石垣は那覇ふ頭内の御物城（おもの
ぐすく）を改築した際の資材として使用された
という説も残されている（豊見城村の遺跡
1988）。

旧跡瀬長グスク2

周知の埋
蔵文化財
包蔵地

遺跡は、瀬長島の北東側に位置する船着場一帯
に所在していたようである。現在、遺物などの
採取は困難である（豊見城村の遺跡 1988）。

旧跡瀬長古島遺跡1

指定の有
無

地点概要種
別

名 称番号

■瀬長島（旧跡等一覧）
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

３ー３）歴史・文化的環境３ー３）歴史・文化的環境

１

３４５

６

２

１

３４５

６

２

種別名称No.

御嶽等拝所龍宮神6

御嶽等拝所ナカシ5

御嶽等拝所土帝君 (ティータヤー小 )4

御嶽等拝所ウフグシク・タマグシク3

井泉ヒーザーガー2

旧跡大嶺部落跡1

種別名称No.

御嶽等拝所龍宮神6

御嶽等拝所ナカシ5

御嶽等拝所土帝君 (ティータヤー小 )4

御嶽等拝所ウフグシク・タマグシク3

井泉ヒーザーガー2

旧跡大嶺部落跡1

無航海安全と大漁を祈願する拝所として建立（大嶺向上会）
された。

御嶽等
拝所

龍宮神6

無コハザメウッチペーチン

1689年、古波鮫掟親雲上らが勧進したという。神名ワライ
ニキョウ

御嶽等
拝所

ナカシ5

無豊漁の神様として祀られており、現在、拝所として残され
ている。

御嶽等
拝所

土帝君
(ティーラヤー小)

4

無現在、拝所が置かれている。御嶽等
拝所

ウフグシク・タ
マグシク

3

無現在、自衛隊の基地内にあり、鉄の蓋がされている。水は
湧いている。

井泉ヒーザーガー2

周知の
埋蔵文
化財包
蔵地

1933年、海軍飛行場建設のため、字西の一部が接収され、
戦後は米軍に接収された地域である。また、大嶺部落内に
は部落の守り神、農業の神様、航海安全の神とされる土帝
君(ﾄｰﾃｨｰｸﾝ)があり元禄十一年（1698年）、大嶺親方が中
国より像を持ち帰り祀ったのが沖縄伝来の始まりとされ、
戦前、御宮に祭ってあった仏像は戦争で無くなり、現在、
字小禄の御嶽に御宮だけが移されている。

旧跡大嶺部落跡1

指定の
有無

地点概要種 別名 称
番
号

■大嶺崎周辺区域（旧跡等一覧）

※表中の番号は図に対応する
※周知の埋蔵文化財包蔵地：貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅そのほか他埋蔵文化財包蔵する土地として周知されている土地（文化財保護法）。
※出典：那覇市歴史地図（文化遺産悉皆調査報告書 那覇市教育委員会 1986）
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２２．．那覇空港那覇空港周辺の環境現況周辺の環境現況

３）社会環境３）社会環境

評価ランクⅢ

評価ランクⅡ

評価ランクⅠ

モズク

オゴノリ

シャコガイ、サ
ンゴ、ヒジキ

評価ランクⅣ

特定区画漁
業権

共同第15号共同第16号

シャコガイ

モズク

シャコガイ

シャコガイ

シャコガイ、
オゴノリ

評価ランクⅠ：自然環境の厳正な保護を図る区域
評価ランクⅡ：自然環境の保護・保全を図る区域

評価ランクⅢ：自然環境の保全を図る区域

評価ランクⅣ：自然環境の創造を図る区域

「自然環境の保全に関する指針［沖縄島編］」 （沖縄県、平成10年2月）

凡 例
：評価ランクⅠ
：評価ランクⅡ

：評価ランクⅢ
：評価ランクⅣ

：共同漁業権の境界線

■那覇空港周辺の沿岸域は、沖縄県が平成10年２月に適切な土地利用への誘導及び調整を図ることを目的に定

めた「自然環境の保全に関する指針【沖縄島編】」において、評価ランクⅠもしくはⅢにランクされている。

■那覇空港の沖合は、共同漁業権や特定区画漁業権が設定されている。
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３３．．那覇空港周辺の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港周辺の将来対応方策が環境に与える影響の分析

■滑走路増設案の比較評価に当たっては、定性的、定量的な予測を行い、比較可能な指標を設定し、各案につい
て相対的な影響の程度を評価するものとする。項目の予測方法、評価指標は、表 1、２に示すとおりである。

■なお、環境影響の評価に当たっては、藻場とサンゴを比較する等、項目間を直接対比することは困難であるこ
とから、項目毎に影響や課題等についてとりまとめるものとする。

１）１）環境影響の比較評価項目および予測方法、評価の指標環境影響の比較評価項目および予測方法、評価の指標

生息場が消失することにより影響を受ける貴重種の種数
鳥類については、採餌場となっている干潟域の変化と生息場が消失することにより影響を受ける貴重種（鳥類）の種数

評価指標

瀬長島や大嶺崎の改変の有無による生物への影響について検討を行う。
潮流のシミュレーション結果等から、鳥類の採餌場としての干潟の環境変化（潮流、水質、底質の変化）について検討
を行う。

予測方法陸域生物

泥化や砂の堆積傾向が考えられる区域評価指標

潮流のシミュレーション結果と現況の底質分布から、シルト・粘土分の移動や砂の堆積傾向等から底質環境の変化を定
性的に予測する

予測方法底質

水質汚濁の環境基準（ＣＯＤ2mg/L以下）との対比評価指標

潮流のシミュレーション結果を基に保存系モデルで滑走路増設案についてＣＯＤの予測を行う。予測方法水質
（水の汚れ
：ＣＯＤ）

潮流の変化域（将来-現況±1cm/s以上）の面積（ha）評価指標

平成13年の潮流観測結果を基に、モデル化を行い、海底地形図等から作成した水深データを用いて、現況再現計算（シ
ミュレーション）を行った後、滑走路増設案について潮流の変化を予測する。

予測方法水象
（潮流）

内容区分項目

環境影響の予測方法・評価環境影響の予測方法・評価一覧一覧 表１

19

那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

航空機1飛行あたりの騒音とスラントディスタンス（測定点から航空機までの斜距離）とを対応づけた関係式を用いたINMの予測
モデルを構築して、滑走路増設案毎に騒音(WECPNL)コンタを作成する。

予測方法騒音
(航空機
騒音）

環境基準WECPNL70が陸域にかかる範囲評価指標

自然環境の保全に関する指針（沖縄県）の評価ランクⅠの消失面積(ha)、影響を受ける特定区画漁業権のか所数評価指標

自然環境の保全に関する指針（沖縄県）、漁業権と滑走路増設案の重ね合わせにより予測する。予測方法その他関連
する法令、
関連事業

拝所等の消失箇所数、瀬長グスク・大嶺部落跡の改変の有無評価指標

瀬長島、大嶺崎に点在する拝所、瀬長グスク等の分布域と滑走路増設案の重ね合わせにより予測する。予測方法歴史的・文
化的環境

人と自然との触れ合い活動の利用状況の変化の程度、瀬長島・大嶺崎の利用制限の有無評価指標

人と自然との触れ合い活動が行われている瀬長島およびその周辺の干潟域、海域の範囲と滑走路増設案の重ね合わせにより予測
する。

予測方法人と自然と
の触れ合い
活動

モンタージュ写真の変化割合評価指標

PIステップ3で示す3案について、モンタージュ法により予測する。予測方法景観

陸域生態系、海域生態系の変化程度評価指標

現況調査結果で得られた当該地域・海域における生態系の構成要素の変化を陸域生物、海域生物の予測結果を踏まえて予測する。予測方法生態系

サンゴ礁、藻場、干潟の消失面積（ha）
生息場が消失する貴重種の種数
生息環境の変化の影響が考えられる貴重種の種数

評価指標

海域生物の生息場となっているサンゴ礁、藻場、干潟の分布域と滑走路増設案の重ね合わせにより消失範囲を予測する。
また、干潟、浅海域に分布する貴重種については、生息している底質環境と滑走路増設案の重ね合わせにより消失範囲を予測す
る。潮流のシミュレーション結果等に基づき、海域生物の環境変化（潮流、水質、底質の変化）を踏まえた予測を行う。

予測方法海域生物

内容区分項目

環境影響の予測方法・評価環境影響の予測方法・評価一覧一覧 表２

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

１）１）環境影響の比較評価項目および予測方法、評価の指標環境影響の比較評価項目および予測方法、評価の指標
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２ー２ー１１）水象（潮流））水象（潮流）

冬季(潮流の変化域が大きく出る時期)季節

ｆ＝2・ｗ・sinφ(φ＝26.05：緯度)コリオリ力

1.0×105 (沿岸海域での一般値)渦動粘性係数

2.6×10-3 (沿岸海域での一般値)海底摩擦係数

Ｍ２分潮 (当海域の卓越分潮 )用いた分潮

50ｍ×50ｍ格子

２次元単層モデルモデル

内 容項 目

■■潮流シミュレーションの諸条件潮流シミュレーションの諸条件

■現況再現結果（冬季・上げ潮時の現況再現計算結果）

・冬季・上げ潮時は、リーフ外は南下流で、リーフ内はリーフ外
に比べ流れが遅く、大嶺崎から北側が地形に沿って南西方向、
瀬長島から大嶺崎にかけては北上流となっている。

潮流計算結果（冬季・上げ潮時の現況再現）平成１４年１月調査潮流計算結果（冬季・上げ潮時の現況再現）平成１４年１月調査

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境
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■結果

・各検討ケースにおける潮流の計算結果（現況との流速変化図）を下表、下図に示す。

・潮流計算結果から流速の変化域は、沖合いに展開している1310ｍ案で大きく、瀬長島と滑走路増設案の間の
海域で、流速の増加域がみられる。また、各案ともに滑走路増設案の沖側に流速の低下域がみられる。

■課題

・潮流のシミュレーションは、50ｍメッシュの間隔で、潮汐流を考慮した２次元単層モデルを用いており、潮
流の傾向、変化域は捉えることができたが、今後、滑走路増設案と現滑走路の間の海域や滑走路増設案の沖
側の海域などの環境変化について詳細に把握していくためには、波浪や海浜流等の検討や海水交換量や海水
交換率を踏まえた検討等が必要となると考えられる。

単位：ha

流速変化

増設案
1～10
cm/ｓ

10cm/s
以上

減少域
合計

1～10
cm/ｓ

10cm/s
以上

増加域
合計

1310ｍ案 210 10 220 270 10 280 20 500

930ｍ案 230 10 240 40 0 40 10 280

210ｍ案 140 30 170 10 0 10 30 180

10cm/s
以上の
変化域

変化域
合計

流速低下域の面積 流速増加域の面積

潮流が潮流が±±１ｃｍ以上変化する面積（推計値、冬季、上げ潮時）１ｃｍ以上変化する面積（推計値、冬季、上げ潮時）

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー１１）水象（潮流））水象（潮流）

２）２）自然環境自然環境
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潮流計算結果（冬季・上げ潮時）潮流計算結果（冬季・上げ潮時）

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

■■潮流の予測結果と指標潮流の予測結果と指標
（（±±１ｃｍ／ｓ以上の流速変化域の面積）１ｃｍ／ｓ以上の流速変化域の面積）

２ー２ー１１）水象（潮流））水象（潮流）

２）２）自然環境自然環境

流速変化域 （500ha）

流速低下域 （220ha）
： 1～ 10cm （210ha ）

： 10～ 20cm （ 10ha ）

流速増加域 （280ha）
： 1～ 10cm （270ha ）

： 10～ 20cm （ 10ha ）

流速変化域 （280ha）

流速低下域 （240ha）
： 1～10cm （230ha ）

：10 ～20cm （ 10ha ）

流速増加域 （ 40ha）
： 1～10cm （ 40ha ）

：10 ～20cm （ 0ha ）

流速変化域 (180ha)

流速低下域 （170ha）
： 1～10cm （ 140ha ）

：10 ～20cm （ 30ha ）

流速増加域 （ 10ha）
： 1～10cm （ 10ha ）

：10 ～20cm （ 0ha ）

1,310ｍ案：流速変化

930ｍ案：流速変化

210ｍ案：流速変化
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那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

［滑走路増設案の沖側］：滑走路増設案を既存地形に近づけることで、流れの変化域の規模は小さくすることができると考
えられる。

変化の要因

［滑走路増設案の沖側］：瀬長島よりの海域で流速低下域がみられる。変化の程度

210ｍ案

［瀬長島周辺］ ：瀬長島と滑走路増設案の間が狭まることで、流れの集水域となり、流速が増加する。ただし、1310
ｍ案と比べると流速増加域は非常に小さい範囲にとどまっている。

［滑走路増設案北側］：滑走路増設案の北側の海域は、南西方向の流れがみられるため、構造物で流れを妨げないようする
ことが考えられる

変化の要因

［瀬長島周辺］ ：瀬長島と滑走路増設案との間の海域で小規模な流速増加域がみられる。
［滑走路増設案北側］：滑走路増設案の北側で流れが阻害され、流速低下域が広がる。
［滑走路増設案沖側］：滑走路増設案の沖側は、流速低下域となる。

変化の程度

930ｍ案

［瀬長島周辺］ ：瀬長島と滑走路増設案の間が狭まることで、流れの集水域となり、流速が増加する。増加域を抑え
るためには、瀬長島と滑走路増設案との距離を一定程度確保することが考えられる。
瀬長島の沖合いは、現状で南西向きの流れが卓越している。滑走路増設案の南端がその流れの向き
を変え、与根の沖合いまで、流速増加域がみられる。増加域を抑えるためには、滑走路増設案の南
端を瀬長島より北側に配置することで流れの変化を抑えることができると考えられる。

［滑走路増設案北側］：滑走路増設案の北側の海域は、南西方向の流れがみられるため、構造物で流れを妨げないようする
ことが考えられる

変化の要因

［瀬長島周辺］ ：瀬長島と滑走路増設案との間の海域で流速増加域がみられる。
与根の沖側まで、流速増加域がみられる。

［滑走路増設案北側］：滑走路増設案の北側で流れが阻害され、流速低下域が広がる。
［滑走路増設案沖側］：滑走路増設案の沖側は、流速低下域となる。

変化の程度

1310ｍ案

変化内容ケース

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー１１）水象（潮流））水象（潮流）

２）２）自然環境自然環境

■変化の程度及び要因
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２ー２ー２２）水の汚れ（ＣＯＤ））水の汚れ（ＣＯＤ）

豊崎 

排水路 
 流量0.007m3/s 
 COD   5.7mg/L 

排水路 
 流量0.011m3/s 
 COD    93mg/L 

排水路 
 流量0.24m3/s 
 COD   21mg/L

保栄茂川 
 流量0.002m3/s 
 COD  8.0mg/L

排水路 
 流量0.119m3/s
 COD  5.3mg/L 

報得川 
 流量10.4m3/s 
COD 3.2mg/L

 

■CODの評価：COD75%値で行う

※COD75％値：年間のCOD日間平均値を水質の良いものから

並べたときの（ｎ×0.75）番目の値

（小数点以下切り捨て）

■結果

・計算の結果、瀬長島東側に流入する排水路、報得川、

保栄茂川の河口域から水路部にかけての負荷源が流入す
る範囲では、水質汚濁に係る環境基準（海域）のＡ類型
ＣＯＤ75％値※の2mg/Lを上回ったが、その他の範囲につ
いては、環境基準を満足するものと考えられる。

・また、滑走路増設に伴う水質の変化は、最大で0.05mg/L
と、現況の水質濃度（1.5mg/L程度）と比較しても小さい
範囲にとどまるものと予測され、案毎に顕著な差は見ら
れない。

■課題

・本解析に用いたモデルは、内部生産等のＣＯＤの増加を
考慮していない拡散モデルであることから、今後潮流の
変化状況等を参考に、より詳細な検討が必要となる。

ＣＯＤ現況再現結果ＣＯＤ現況再現結果

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

25

那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

ＣＯＤ拡散計算結果ＣＯＤ拡散計算結果

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー２２）水の汚れ（ＣＯＤ））水の汚れ（ＣＯＤ）

２）２）自然環境自然環境

COD変化域 （420ha）

COD低下域( 70ha)
COD増加域(350ha)

1,310ｍ案：COD変化
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ＣＯＤ拡散計算結果ＣＯＤ拡散計算結果

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー２２）水の汚れ（ＣＯＤ））水の汚れ（ＣＯＤ）

２）２）自然環境自然環境

COD変化域 （70ha）

COD低下域(20ha)
COD増加域(50ha)

930ｍ案：COD変化
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ＣＯＤ拡散計算結果ＣＯＤ拡散計算結果

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー２２）水の汚れ（ＣＯＤ））水の汚れ（ＣＯＤ）

２）２）自然環境自然環境

COD変化域 （10ha）

COD低下域(10ha)
COD増加域( 0ha)

210ｍ案：COD変化
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２ー２ー３３）底質）底質

■予測方法

①シルト・粘土分を含む泥、砂泥域で流速の増加がみられた場合、泥・砂泥が砂泥・砂の傾向（砂質化）に

変化する。

②その流れの向き先の流速の低下域で、泥分の増える傾向があるものとした。

砂・泥の堆積傾
向が懸念

底質が砂質化す
る可能性

■底質の砂質化：瀬長島と滑走路増
設案の間の海域は、流速の増加が
予測されており、瀬長島の西側に
広がる砂泥域のシルト分が流速の
増加に伴い砂質化する傾向が考え
られる。

■砂・泥の堆積傾向が懸念：滑走路
増設案の南側誘導路付近では、波
当たりが弱まること、瀬長島付近
から砂泥分が運ばれることが予測
されるなど、砂やシルトの堆積傾
向が懸念される

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

■変化予測結果（1310ｍ案）

流速の増加
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■砂・泥の堆積傾向が懸念：滑走
路増設案の南側誘導路付近では、
波当たりが弱まること、瀬長島
付近から砂泥分が運ばれること
が予測されるなど、砂やシルト
の堆積傾向が懸念される。

■■変化予測変化予測結果結果（（930930ｍ案）ｍ案）

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー２ー３３）底質）底質

２）２）自然環境自然環境

 

砂・泥の堆積傾向
が懸念

砂・泥の堆積傾向
が懸念

流速の増加
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■底質：流速の変化の程度が現況
と比べ小さく、底質環境はほと
んど変化しないと考えられる。

■■変化予測結果（変化予測結果（210210ｍ案）ｍ案）

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２ー３）底質２ー３）底質

２）２）自然環境自然環境
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２ー２ー４４）陸域生物）陸域生物
２－２－４４－１）陸域生物（鳥類を除く）－１）陸域生物（鳥類を除く）

■評価方法

滑走路増設案の比較に当たっては、貴重種の種数を指標値とし、事業に伴う影響を過小に評価しないため、大
嶺崎及び瀬長島の調査区域それぞれ一つの生息域と考え、調査区域の一部でも直接的影響を受けると想定され
る場合は、その調査区域で確認されている生物全てが影響を受けるものとして評価を実施。

■結果

現況調査で確認されている貴重種の種数は下記表に示すとおり。

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

※左記貴重種の他、ナキオカ
ヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、
オカヤドカリが国指定天然記念
物となっており、瀬長島・大嶺
崎とその周辺に分布

大嶺崎 瀬長島 大嶺崎 瀬長島 大嶺崎 瀬長島

1 哺乳類 ワタセジネズミ 準 準 ○ ○ × ◎ × ◎ × ×

2 オキナワハツカネズミ 情 ○ × × ×

3 爬虫類 オキナワキノボリトカゲ Ⅱ類 Ⅱ類 ○ ◎ ◎ ×

4 オキナワトカゲ 準 ○ ◎ ◎ ×

5 アマミタカチホヘビ 準 準 ○ ◎ ◎ ×

- 両生類 なし

- 陸上昆虫類 なし

6 陸生貝類 ノミガイ Ⅱ類 ○ ○ × ◎ × ◎ × ×

7 イトマンケマイマイ Ⅱ類 ○ ◎ ◎ ×

8 トウガタホソマイマイ Ⅰ類 ⅠＢ類 ○ ◎ ◎ ×

9 陸上植物 ハリツルマサキ Ⅱ類 ○ × × ×

10 ハイシバ Ⅱ類 ○ × × ×

11 ヤリテンツキ Ⅱ類 ○ × × ×

Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類、ⅠＢ：絶滅危惧ⅠＢ類、 0 7 0 7 0 0

Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類　準：準絶滅危惧 6 0 6 0 6 7
情：情報不足

天然
記念物

大嶺崎

生息域の改変で影響を受けない種数(◎)

生息域の改変で影響を受ける種数(×)

滑走路配置案

瀬長島

1310ｍ案 930ｍ案 210ｍ案

調査地区

種名項目 沖縄県
RDB
(改訂版)

種の
保存法

選定基準

No.
環境省
RDB

水産庁
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２ー２ー４４）陸域生物）陸域生物
２－２－４４－２）陸域生物（鳥類）－２）陸域生物（鳥類）

■結果

・鳥類については、干潟域を利用しているため、利用の確認された区域毎の種数を下表に示した。

陸域生物（鳥類を除く）の貴重種確認地区及び確認位置の改変の有無陸域生物（鳥類を除く）の貴重種確認地区及び確認位置の改変の有無

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

調査区域

E区域

D区 域

C区 域

B区 域

A 区域

F区 域

Ｅ区域

Ｂ区域
Ａ区域

Ｆ区域

Ｄ区域

Ｃ区域瀬長島

Ａ区域 Ｂ区域 Ｃ区域 Ｄ区域 Ｅ区域 Ｆ区域 瀬長島

1 鳥類 チュウサギ - - ○ - - - -

2 クロツラヘラサギ - - - - ○ - -

3 ミサゴ ○ ○ ○ ○ ○ - -

4 ハヤブサ ○ - - - - - -

5 シロチドリ ○ ○ ○ - ○ - -

6 アカアシシギ - ○ - - ○ - -

7 ホウロクシギ - - - - ○ - -

8 セイタカシギ - - - - ○ - -

9 ツバメチドリ - ○ - - - - -

10 コアジサシ ○ ○ ○ ○ ○ - -

11 ヒメアマツバメ - - - - - - ○

12 カワセミ - - - - ○ - -

4 5 4 2 8 0 1

調査地区

No. 項目 種名
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２ー２ー４４）陸域生物）陸域生物
２－２－４４－２）陸域生物（鳥類）－２）陸域生物（鳥類）

埋立面積は他の案に比べ小さいものの、Ｂ区域、Ｃ区域の干潟域が消失することから、生息域（主に
採餌場）の直接的な影響が懸念される。

210ｍ案

滑走路増設案が、鳥類の生息域（主に採餌場）となっている干潟域が消失し、比較的鳥類がよく見ら
れるＡ区域、Ｂ区域に及ぼす直接的な影響が懸念される。

1310ｍ案
930ｍ案

内容ケース

鳥類に及ぼす影響の傾向鳥類に及ぼす影響の傾向

■課題

・鳥類については、移動能力が高く、採餌域を含めた広範囲での利用が確認されており、今後の詳細検討に

あたっては、那覇空港周辺地域のみならず広い範囲での現状把握が必要と考えられる。

・砂質が泥質となることが予測され、現状と異なる利用環境になるが、静穏な泥質環境を利用する鳥類も確

認されていることから、利用可能な鳥類はいると考えられる。そのため、残存する生息域（干潟）の環境

変化や利用の変化について検討把握していく必要があると考えられる。

３３．．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

・鳥類は移動能力が高く、干潟域全体を利用していることから、干潟の一部でも直接的影響を受けた場合、

干潟を利用する鳥類全てに影響があるものと想定される。そのため、何れの案においても鳥類への影響が

想定されることから、貴重種の種数での比較は行わないこととし、滑走路増設案ごとの鳥類に対する影響

の傾向について整理を行った。
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２ー２ー５５）海域生物）海域生物
２－２－５５－１）海域生物の生息場－１）海域生物の生息場

■結果

・滑走路増設がサンゴ、藻場、干潟、自然海岸に及ぼす影響は下表のとおり。

・沖合に滑走路を配置するほど、サンゴや藻場等生息場への影響も大きい。

サンゴ、藻場、干潟、自然海岸に及ぼす影響サンゴ、藻場、干潟、自然海岸に及ぼす影響

自然海岸の位置自然海岸の位置

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

（単位：ha）

1310ｍ案 55.7 10% 22.9 26% 128.5 32%

930ｍ案 26.7 5% 5.3 6% 108.4 27%

210ｍ案 5.5 1% 4.5 5% 76.9 19%

（単位:km）

1310ｍ案 2.2 47% 0 0% 2.2 66%

930ｍ案 2.8 59% 0 0% 2.8 84%

210ｍ案 1.4 29% 0 0% 1.4 40%

配置案

配置案
合計 瀬長島

(1.4km)
大嶺崎
(3.4km)

自然海岸（全長4.8km）

サンゴ
（全体562ha）

藻場
（全体88ha）

干潟
（全体406ha）

２）２）自然環境自然環境

瀬長島約1.4km 大嶺崎 約3.4km

凡例
自然海岸

注：自然海岸には、背後に護岸等の人工構造物が存在
する半自然海岸を含む。
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■埋立による直接的影響

・海域生物に対する滑走路増設に伴う影響の検討に当たっては、以下を踏まえて、比較検討を行った。

①滑走路増設案と環境区分の重ね合わせにより、改変される環境区分を把握。

②各環境区分で確認されている貴重種を把握。

③改変される環境区分で確認されている貴重種は影響を受けるものとする。

④滑走路増設案ごとに影響を受ける貴重種数を評価の指標とする。

・各貴重種の確認されている環境区分の一部でも滑走路増設案に伴い直接的な改変が行われる場合は、影響

を受ける種として取り扱う。

■埋立による間接的影響

・底質の変化が予測されている環境に生息している海域生物については、影響を受けるものとして評価を実

施。

２ー２ー５５）海域生物）海域生物
２－２－５－２）５－２）貴重種貴重種

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２２））自然環境自然環境
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那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

２ー２ー５５）海域生物）海域生物
２－５－２）貴重種２－５－２）貴重種

２）２）自然環境自然環境

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

■直接的影響を受ける貴重種
【海域動物】

滑走路案による　○：直接改変なし、×：直接改変あり 滑走路案による　○：直接改変なし、×：直接改変あり

ケース
環境区分

13
10
ｍ
案

93
0
ｍ
案

21
0
ｍ
案

ケース
環境区分

13
10
ｍ
案

93
0
ｍ
案

21
0
ｍ
案

サンゴ10 × × ○ サンゴ10 × × ○
○：生息確認あり、-：生息確認なし　 藻場30 × × × ○：生息確認あり、-：生息確認なし　 藻場30 × × ×

藻場10 × × × 藻場10 × × ×

岩盤 × × × 岩盤 × × ×
砂 × × × 砂 × × ×
砂泥 × × × 砂泥 × × ×
砂礫 × × × 砂礫 × × ×
泥 × ○ × 泥 × ○ ×

No 区分 和名 転石 ○ ○ ○ No 区分 和名 転石 ○ ○ ○

1 ｱｵｻﾝｺﾞ ○ - - - - - - - - × × ◎ 41 ｸﾁﾊ ｶ゙ﾞｲ - - - - - - ○ - - × × ×
2 ﾑｶｼｻﾝｺ゙ ○ - - - - - - - - × × ◎ 42 ﾕｷｶ゙ ｲ - - - - ○ ○ - - - × × ×
3 ｸｼﾊﾀ゙ ﾐﾄ ﾘ゙ｲｼ ○ - - - - - - - - × × ◎ 43 ｳﾈｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶ゙ ｲ - - - - - ○ - - - × × ×
4 ｸｻﾋ ﾗ゙ｲｼ ○ - - - - - - - - × × ◎ 44 ﾀ ｲ゙ﾐｮｳｶ゙ ｲ - - - - ○ - - - - × × ×

5 ｵｵｻｻ゙ ﾅﾐｻﾝｺﾞ ○ - - - - - - - - × × ◎ 45 ｺﾆｯｺｳｶ゙ ｲ - ○ - ○ - - ○ - - × × ×
6 貝 ﾔｼ゙ ﾘｽｶｼｶ゙ ｲ - ○ - - - - - - - × × × 46 ﾋﾒﾆｯｺｳｶ゙ ｲ - ○ - - - - ○ - - × × ×
7 ｷﾝﾗﾝｶﾉｺｶ゙ ｲ - ○ - - - - - - - × × × 47 ﾆｯｺｳｶﾞｲ - - - - - ○ - - - × × ×
8 ｸｻｲﾛｶﾉｺｶ゙ ｲ - ○ - - - - - - - × × × 48 ﾏｽｵｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - ○ × × ×
9 ﾀﾏｷﾋ゙ ｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - - × × × 49 ｵﾁﾊ ｶ゙ﾞｲ - - - - ○ - - - - × × ×
10 ﾋﾒｳｽ゙ ﾗﾀﾏｷﾋ ｶ゙ ｲ゙ - - - - - - - ○ - × ◎ × 50 ﾎｿｽ ﾝ゙ｸ ﾘ゙ｱｹ ﾏ゙ｷｶﾞｲ - - - - - ○ - - - × × ×
11 ｲﾎ゙ ｳﾐﾆﾅ - - - - - - ○ ○ - × × × 51 ｵｲﾉｶｶ ﾐ゙ｶ゙ ｲ - ○ - ○ ○ ○ ○ - ○ × × ×
12 ﾍﾅﾀﾘｶ ｲ゙ - - - - - - - ○ - × ◎ × 52 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ - - - - - - ○ - - × × ×
13 ｶﾜｱｲｶ ｲ゙ - - - - - - - ○ - × ◎ × 53 ｼﾗｵｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - - × × ×
14 ｺｹ゙ ﾂﾉﾌ゙ ｴｶﾞｲ - - - - - - - - ○ ◎ ◎ ◎ 54 ｵｷｼｼ゙ ﾐ - - - - ○ - ○ ○ - × × ×

15 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶ゙ ｲ - - - ○ ○ ○ ○ - ○ × × × 55 ﾔｴﾔﾏｽﾀ゙ ﾚｶﾞｲ - - - ○ - ○ ○ - ○ × × ×
16 ﾄｳｶ ﾀ゙ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ ○ - - - - - - - - × × ◎ 56 ｽﾀ゙ ﾚﾊﾏｸ゙ ﾘ - - - - ○ - - - - × × ×
17 ｳﾗｽｼ゙ ﾏｲﾉｿﾃ ｶ゙ ｲ゙ ○ - - - - - - - - × × ◎ 57 ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸ゙ ﾘ - ○ - - - - - - - × × ×
18 ﾘｽｶ゙ ｲ - ○ - - - ○ - - - × × × 58 ﾋﾒﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ - ○ - - - - - - - × × ×
19 ﾍｿｱｷﾄﾐｶ゙ ｲ - - - ○ - ○ - - - × × × 59 ｽﾘｶ ﾊ゙ﾏ - - - - - - ○ - - × × ×
20 ｺｶ゙ ﾝｾ ｷ゙ﾎ゙ ﾗ ○ - - - - - - - - × × ◎ 60 ｵｷﾅﾜｱﾅｼ゙ ｬｺ - - - - - - - ○ - × ◎ ×
21 ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶ ｲ゙ﾀ゙ ﾏｼ - - - - - - ○ - - × × × 61 ﾅｷｵｶﾔﾄ゙ ｶﾘ - - - - - - ○ - - × × ×
22 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛｶﾞｲ - - - - - ○ - - - × × × 62 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄ゙ ｶﾘ - - - - - ○ - - - × × ×
23 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - - × × × 63 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌ゙ ｼｶﾞﾆ - - - - - - - - ○ ◎ ◎ ◎

24 ｼﾛｱﾗﾚﾑｼﾛｶ゙ ｲ ○ - - - - - - - - × × ◎ 64 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶ゙ ﾆ - - - - - - - - ○ ◎ ◎ ◎
25 ｱﾗﾑｼﾛｶ゙ ｲ - - - - - ○ - - - × × × 65 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶ゙ ﾆ - - - ○ ○ - ○ - ○ × × ×
26 ﾘｭｳｷｭｳﾑｼﾛｶﾞｲ - - - - - - ○ - - × × × 66 ﾁｺ゙ ｲﾜｶ゙ ﾆ - - - - - - - ○ - × ◎ ×
27 ｵｵｼｲﾉﾐｸﾁｷﾚｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - - × × × 67 ｺｳﾅｶ゙ ｲﾜｶ ﾆ゙ﾓﾄﾞｷ - - - ○ - - ○ - - × × ×
28 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎ゙ ｳｶ ｲ゙ - ○ - - - ○ - - - × × × 68 ｹﾌｻﾋﾗｲｿﾓﾄ゙ ｷ - - - ○ ○ - ○ - - × × ×
29 ﾎｿｽｼ゙ ﾋﾊ゙ ﾘｶﾞｲ - ○ - - - - - - - × × × 69 ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ - - - - - - - ○ - × ◎ ×
30 ﾊﾎ゙ ｳｷｶ゙ ｲ - ○ - - - - ○ - - × × × 70 ﾙﾘﾏﾀ゙ ﾗｼｵﾏﾈｷ - - - - - ○ ○ - ○ × × ×
31 ｱｺﾔｶ゙ ｲ ○ ○ - - - ○ ○ - - × × ◎ 71 ｼﾗﾋｹ゙ ｳﾆ ○ ○ - - - - ○ - - × × ◎
32 ｸﾛﾁｮｳｶ゙ ｲ ○ - - - - - ○ - - × × ◎ 72 ｶﾝﾑﾘﾌ ﾀ゙ﾞｲ ○ - - - - - - - - × × ◎
33 ｶﾌ゙ ﾗﾂｷｶﾞｲ - ○ - - - - - - - × × × 3 9 18
34 ｳﾗｷﾂｷｶ゙ ｲ - - - ○ ○ - - - - × × × 69 63 54
35 ﾁﾁ゙ ﾐｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ - ○ - - - - ○ - - × × ×
36 ｶﾜﾗｶ゙ ｲ - ○ - - - - ○ - - × × ×
37 ﾊ ﾄーｶ゙ ｲ - - - - - - ○ - - × × ×
38 ｲﾚｽ ﾐ゙ｻ゙ ﾙｶﾞｲ ○ - - - - - ○ - - × × ◎
39 ﾋﾒｼ ｬ゙ｺｶ゙ ｲ ○ - - - - - - - - × × ◎
40 ｲｿﾊﾏｸ ﾘ゙ - - - - - - ○ - - × × ×

底質類型区分

サ
ン
ゴ
類

砂岩
盤

藻

場
1
0

藻

場
3
0

転
石

砂
礫
泥砂

泥

サ
ン
ゴ
1

0

底質類型区分

サ
ン
ゴ
1

0

藻

場
3
0

藻

場
1
0

岩
盤
砂 砂
泥
砂
礫
泥 転
石

直接影響受けない貴重種の数（動物）
直接影響受ける貴重種の数（動物）

甲
殻
類

他

【海域植物】

1 ﾎｿｴｶ゙ ｻ - - ○ - - - ○ - - × × ×
2 ｶｻﾉﾘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - × × ◎
3 ﾅｶ゙ ﾐｽ ﾀ゙ﾏ ○ - - - - - - - - × × ◎
4 ｳｽｶ ｻ゙ﾈ ○ - ○ - - - ○ - - × × ◎
5 ﾋﾛﾊｻﾎ ﾃ゙ﾝｸ゙ ｻ ○ - - - - - - - - × × ◎
6 ｹｺﾅﾊﾀﾞ ○ - - - - - - - - × × ◎

7 ﾌｸﾛﾌﾉﾘ ○ - ○ - - - ○ - - × × ◎
8 ﾌｲﾘｸ゙ ｻ ○ - - - - - ○ - - × × ◎
9 ｷﾘﾝｻｲ ○ - - - - - ○ - - × × ◎
10 ｶﾗｺ ﾛ゙ﾓ ○ - - - - - - - - × × ◎
11 ﾘｭｳｷｭｳｽ゙ ﾀ - - - - - ○ - - - × × ×
12 ﾊﾅﾔﾅｷﾞ ○ - - - - - - - - × × ◎
13 ｸﾋ゙ ﾚﾐﾄ゙ ﾛ - - - - - ○ - - - × × ×
14 ｺｱﾏﾓ - - ○ - - - - - - × × ×
15 ﾍ ﾆ゙ｱﾏﾓ ○ ○ ○ - - - - - - × × ◎

16 ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ - ○ ○ - - - - - - × × ×
17 ﾏﾂﾊ ｳ゙ﾐｼ ｸ゙ﾞｻ ○ ○ ○ - ○ - ○ - - × × ◎
18 ｳﾐｼ ｸ゙ﾞｻ - ○ ○ - - - - - - × × ×
19 ﾎ ｳ゙ﾊ゙ ｱﾏﾓ - ○ - - - - - - - × × ×
20 ｳﾐﾋﾙﾓ - ○ ○ - ○ ○ - - - × × ×
21 ﾘｭｳｷｭｳｽｶ゙ ﾓ ○ ○ ○ - - - ○ - - × × ◎

0 0 13
21 21 8

絶滅危惧Ⅰ類該当種 注1.サンゴ10：サンゴ10％未満
絶滅危惧Ⅱ類該当種 　2.藻場10：藻場10％未満、藻場30：藻場10～30％

直接影響受けない貴重種の数（植物）
直接影響受ける貴重種の数（植物）

海
藻
類

海
草
類

◎：生息場となっている底質環境に直接的な改変はない。
×：生息場となっている底質環境に直接的な改変がある。
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２ー２ー５５）海域生物）海域生物
２－５－２）貴重種２－５－２）貴重種

２）２）自然環境自然環境

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

■間接的影響を受ける貴重種
【海域動物】

滑走路案による底質変化が懸念され、残存する干潟、浅海域で間接的影響が考えられる　 滑走路案による底質変化が懸念され、残存する干潟、浅海域で間接的影響が考えられる　

○：間接的な影響は小さいと考えられる、▲：間接的な影響が考えられる。 ○：間接的な影響は小さいと考えられる、▲：間接的な影響が考えられる。

ケース
環境区分

13
10
ｍ
案

9
30
ｍ
案

2
10
ｍ
案

ケース
環境区分

13
10
ｍ
案

9
30
ｍ
案

2
10
ｍ
案

藻場30 ▲ ▲ ○ 藻場30 ▲ ▲ ○
藻場10 ▲ ▲ ○ 藻場10 ▲ ▲ ○

砂 ▲ ▲ ○ 砂 ▲ ▲ ○

砂泥 ▲ ▲ ○ 砂泥 ▲ ▲ ○
砂礫 ▲ ▲ ○ 砂礫 ▲ ▲ ○
泥 ▲ ▲ ○ 泥 ▲ ▲ ○

1 ﾔｼﾞﾘｽｶｼｶ゙ ｲ ○ - - - - - × × ◎ 41 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ - - - - ○ - × × ◎

2 ｷﾝﾗﾝｶﾉｺｶ゙ ｲ ○ - - - - - × × ◎ 42 ｼﾗｵｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎
3 ｸｻｲﾛｶﾉｺｶ゙ ｲ ○ - - - - - × × ◎ 43 ｵｷｼｼ゙ ﾐ - - ○ - ○ ○ × × ◎
4 ﾀﾏｷﾋ゙ ｶ ｲ゙ - - - - ○ - × × ◎ 44 ﾔｴﾔﾏｽﾀ ﾚ゙ｶ ｲ゙ - - - ○ ○ - × × ◎
5 ﾋﾒｳｽ゙ ﾗﾀﾏｷﾋ゙ ｶ゙ ｲ - - - - - ○ × × ◎ 45 ｽﾀﾞﾚﾊﾏｸ ﾘ゙ - - ○ - - - × × ◎

6 ｲﾎ ｳ゙ﾐﾆﾅ - - - - ○ ○ × × ◎ 46 ｵﾐﾅｴｼﾊﾏｸ ﾘ゙ ○ - - - - - × × ◎
7 ﾍﾅﾀﾘｶ ｲ゙ - - - - - ○ × × ◎ 47 ﾋﾒﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ ○ - - - - - × × ◎
8 ｶﾜｱｲｶ ｲ゙ - - - - - ○ × × ◎ 48 ｽﾘｶ゙ ﾊﾏ - - - - ○ - × × ◎
9 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘｶ゙ ｲ - - ○ ○ ○ - × × ◎ 49 ｵｷﾅﾜｱﾅｼ゙ ｬｺ - - - - - ○ × × ◎

10 ﾘｽｶ ｲ゙ ○ - - ○ - - × × ◎ 50 ﾅｷｵｶﾔﾄ゙ ｶﾘ - - - - ○ - × × ◎
11 ﾍｿｱｷﾄﾐｶ゙ ｲ - - - ○ - - × × ◎ 51 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ - - - ○ - - × × ◎
12 ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶ ｲ゙ﾀ ﾏ゙ｼ - - - - ○ - × × ◎ 52 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶ ﾆ゙ - - ○ - ○ - × × ◎
13 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛｶ゙ ｲ - - - ○ - - × × ◎ 53 ﾁｺﾞｲﾜｶ ﾆ゙ - - - - - ○ × × ◎

14 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 54 ｺｳﾅｶ゙ ｲﾜｶﾞﾆﾓﾄ ｷ゙ - - - - ○ - × × ◎
15 ｱﾗﾑｼﾛｶ ｲ゙ - - - ○ - - × × ◎ 55 ｹﾌｻﾋﾗｲｿﾓﾄ ｷ゙ - - ○ - ○ - × × ◎
16 ﾘｭｳｷｭｳﾑｼﾛｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 56 ﾔｴﾔﾏｼｵﾏﾈｷ - - - - - ○ × × ◎
17 ｵｵｼｲﾉﾐｸﾁｷﾚｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 57 ﾙﾘﾏﾀ゙ ﾗｼｵﾏﾈｷ - - - ○ ○ - × × ◎

18 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎ゙ ｳｶ゙ ｲ ○ - - ○ - - × × ◎ 58 他 ｼﾗﾋｹ゙ ｳﾆ ○ - - - ○ - × × ◎
19 ﾎｿｽｼ゙ ﾋﾊ ﾘ゙ｶ ｲ゙ ○ - - - - - × × ◎ 0 0 58
20 ﾊﾎﾞｳｷｶ ｲ゙ ○ - - - ○ - × × ◎ 58 58 0
21 ｱｺﾔｶ゙ ｲ ○ - - ○ ○ - × × ◎

22 ｸﾛﾁｮｳｶ ｲ゙ - - - - ○ - × × ◎
23 ｶﾌ ﾗ゙ﾂｷｶ ｲ゙ ○ - - - - - × × ◎
24 ｳﾗｷﾂｷｶ ｲ゙ - - ○ - - - × × ◎ 1 ﾎｿｴｶ゙ ｻ - ○ - - ○ - × × ◎
25 ﾁﾁ ﾐ゙ｳﾒﾉﾊﾅｶ ｲ゙ ○ - - - ○ - × × ◎ 2 ｶｻﾉﾘ ○ ○ ○ ○ ○ - × × ◎

26 ｶﾜﾗｶ゙ ｲ ○ - - - ○ - × × ◎ 3 ｳｽｶ゙ ｻﾈ - ○ - - ○ - × × ◎
27 ﾊー ﾄｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 4 ﾌｸﾛﾌﾉﾘ - ○ - - ○ - × × ◎
28 ｲﾚｽ ﾐ゙ｻ ﾙ゙ｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 5 ﾌｲﾘｸ゙ ｻ - - - - ○ - × × ◎
29 ｲｿﾊﾏｸ ﾘ゙ - - - - ○ - × × ◎ 6 ｷﾘﾝｻｲ - - - - ○ - × × ◎

30 ｸﾁﾊ゙ ｶ ｲ゙ - - - - ○ - × × ◎ 7 ｸﾋﾞﾚﾐﾄ ﾛ゙ - - - ○ - - × × ◎
31 ﾕｷｶ ｲ゙ - - ○ ○ - - × × ◎ 8 ｺｱﾏﾓ - ○ - - - - × × ◎
32 ｳﾈｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘｶ゙ ｲ - - - ○ - - × × ◎ 9 ﾍ゙ ﾆｱﾏﾓ ○ ○ - - - - × × ◎
33 ﾀ゙ ｲﾐｮｳｶ ｲ゙ - - ○ - - - × × ◎ 10 ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ ○ ○ - - - - × × ◎

34 ｺﾆｯｺｳｶ ｲ゙ ○ - - - ○ - × × ◎ 11 ﾘｭｳｷｭｳｽ゙ ﾀ - - - ○ - - × × ◎
35 ﾋﾒﾆｯｺｳｶ゙ ｲ ○ - - - ○ - × × ◎ 12 ﾏﾂﾊ ｳ゙ﾐｼ゙ ｸ ｻ゙ ○ ○ ○ - ○ - × × ◎
36 ﾆｯｺｳｶ ｲ゙ - - - ○ - - × × ◎ 13 ｳﾐｼ ｸ゙ ｻ゙ ○ ○ - - - - × × ◎
37 ﾏｽｵｶ゙ ｲ - - - - ○ - × × ◎ 14 ﾎ ｳ゙ﾊ゙ ｱﾏﾓ ○ - - - - - × × ◎

38 ｵﾁﾊ゙ ｶ ｲ゙ - - ○ - - - × × ◎ 15 ｳﾐﾋﾙﾓ ○ ○ ○ ○ - - × × ◎
39 ﾎｿｽ ﾝ゙ｸ゙ ﾘｱｹﾞﾏｷｶ゙ ｲ - - - ○ - - × × ◎ 16 ﾘｭｳｷｭｳｽｶ ﾓ゙ ○ ○ - - ○ - × × ◎
40 ｵｲﾉｶｶ ﾐ゙ｶ゙ ｲ ○ - ○ ○ ○ - × × ◎ 0 0 16

16 16 0

絶滅危惧Ⅰ類該当種 注1.サンゴ10：サンゴ10％未満

絶滅危惧Ⅱ類該当種 　2.藻場10：藻場10％未満、藻場30：藻場10～30％

◎：生息場となっている底質環境に直接的な改変はない。

貝
類

【海域植物】
海
藻
類

海
草
類

間接的な影響は小さいと考えられる貴重種の数（植物）
間接的な影響が考えられる貴重種の数（植物）

甲
殻
類

間接的な影響は小さいと考えられる貴重種の数（動物）
間接的な影響が考えられる貴重種の数（動物）

底質類型区分

藻
場
3

0

藻
場
1

0

砂
砂
泥
砂
礫 泥

底質類型区分

藻
場
3

0

藻
場
1

0

砂
泥

砂
礫 泥砂



那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

■海域生態系

・当該海域における主な断面（下図）での生態系の構成要素（生物群）を踏まえた海域生態系の検討結果は以

下のとおり。

２）２）自然環境自然環境

［干潟生態系］

干潟域で形成される干潟生物、魚類、それらを補食する鳥類で構成される。主な出現
種として、イソスギナ等の海藻類、オイノカガミガイ、ニオガイ等の二枚貝、オウギ

ガニ科等の甲殻類があげられ、その上位種として、シギ・チドリ類の鳥類が位置する。

［藻場生態系］
リュウキュウスガモ、マツバウミジグサ等の海草類が繁茂し、藻場を生息場とする底

生生物、魚類で構成される。主な出現種として、ハボウキガイ等の貝類、アナエビ科
等の甲殻類、クロナマコ等の棘皮動物があげられ、キンセンイシモチ、アミアイゴ等
の魚類が海草類を産卵場、生育場、採餌場、避難場として利用している。また、当該

海域は浅海域であり、鳥類のミサゴ、コアジサシ等の採餌場ともなっている。

［サンゴ礁生態系］
サンゴ礁域を生育場、採餌場、避難場等として利用する底生生物、魚類で構成される

主な出現種としてキイロダカラガイ等の貝類、オウギガニ科等の甲殻類、カイメン動
物門、クモヒトデ綱、キビナゴ属等があげられる。また、当該海域は浅海域であり、
鳥類のミサゴ、コアジサシ等の採餌場ともなっている。

主な縦断面の想定位置

ライン１

ライン２

ライン３
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■海域生態系

ライン１

２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

底生生物
ｷﾞﾝﾀｶﾊﾏ、ﾏﾂﾑｼｶﾞｲ､
ﾅｶﾞｳﾆ科､ｸﾓﾋﾄﾃﾞ網

底生生物
ﾉｼｶﾞｲ､ｺﾞﾏﾌｲﾓｶﾞｲ､
ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ､ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

底生生物
ﾏｶﾞｷｶﾞｲ､ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ､ﾏﾂﾑ
ｼｶﾞｲ､ﾅｶﾞｳﾆ科､ｸﾓﾋﾄﾃﾞ網

底生生物
ﾏｶﾞｷｶﾞｲ､ﾑｷﾞｶﾞｲ､ﾋﾒﾌﾀﾊ
ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ､
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科､ﾅｶﾞｳﾆ科

底生生物
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科､多毛類

底生生物
ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ､
ｱﾅｴﾋﾞ科､
ｸﾛﾅﾏｺ科

干潟生物
ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ､
ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ､
ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ

干潟生物
ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ､ﾋ
ﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ

鳥類
ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ､ﾎｳﾛｸｼ
ｷﾞ､ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ､ﾑﾅｸﾞ
ﾛ､ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ､ｼﾛﾁﾄﾞﾘ､

ﾀﾞｲｾﾞﾝ

鳥類
ﾊﾔﾌﾞｻ

鳥類：海上
ﾐｻｺﾞ､ｺｱｼﾞｻｼ

魚類
ﾊｾﾞ類

魚類
ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ､ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞ
ﾒﾀﾞｲ､ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

干潟生態系 藻場
生態系

サンゴ礁生態系干潟
生態系
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■海域生態系

ライン２
２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

干潟生態系 藻場
生態系

サンゴ礁生態系
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泥岩 砂礫 藻場 岩盤 ｻﾝｺﾞ礁原底質

底生生物
ｶｲﾒﾝ動物門､ﾏﾂﾑｼｶﾞｲ､ｷｲﾛﾀﾞｶﾗｶﾞ
ｲ､ｳﾐｼﾀﾞ類､ｸﾓﾋﾄﾃﾞ網､ﾅｶﾞｳﾆ科

底生生物
ｺﾞﾏﾌｲﾓｶﾞｲ､ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ､
ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

底生生物
ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ､ｱﾅｴ
ﾋﾞ科､ｸﾛﾅﾏｺ科

干潟生物
ｲｿｽｷﾞﾅ､ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓ
ﾘ､ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ､
ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ

干潟生物
ｲｿｽｷﾞﾅ､ﾆｵｶﾞｲ､
ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

鳥類
ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ､ﾀﾞｲｾﾞﾝ､
ｷｱｼｼｷﾞ､ｼﾛﾁﾄﾞﾘ

鳥類：海上
ﾐｻｺﾞ､ｺｱｼﾞｻｼ

魚類
ｷﾝｾﾝｲｼﾓ
ﾁ､ｱﾐｱｲｺﾞ

魚類
ｷﾋﾞﾅｺﾞ属､ﾊﾗｽｼﾞ
ﾍﾞﾗ､ｱﾐｱｲｺﾞ
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■海域生態系

ライン３
２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

干潟生態系
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水
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砂礫 砂泥 ｻﾝｺﾞ礁原 砂 ｻﾝｺﾞ礁原底質

底生生物
ｶｲﾒﾝ動物門､ｳﾐｼﾀﾞ類､ｽ
ｼﾞｸﾞﾛﾆｼｷﾆﾅ､
ｳﾃﾞﾅｶﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ､ﾑｼｴﾋﾞｶﾞｲ

底生生物
ｶｲﾒﾝ動物門､ｳﾐｼﾀﾞ類､ｽｼﾞｸﾞﾛﾆｼ
ｷﾆﾅ､ｳﾃﾞﾅｶﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ､ﾑｼｴﾋﾞｶﾞｲ

底生生物
ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ科、多毛類

干潟生物
ｲｿｽｷﾞﾅ､ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ､
ｵｲﾉｶｶﾞﾐｶﾞｲ､
ﾙﾘﾏﾀﾞﾗｼｵﾏﾈｷ

鳥類
ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ､ﾀﾞｲｾﾞﾝ､
ｷｱｼｼｷﾞ､ｼﾛﾁﾄﾞﾘ

鳥類
ｼﾛﾁﾄﾞﾘ

鳥類
ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ､ﾀﾞｲｾﾞﾝ

鳥類：海上
ﾐｻｺﾞ､ｺｱｼﾞｻｼ

底生生物
ﾀｹﾉｺｶﾞｲ科、ﾅﾏｺ
類

魚類
ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ､ｱｻ
ﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ､ﾈｯﾀｲｽ
ｽﾞﾒﾀﾞｲ､ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳ
ｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

魚類
ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ､ｱｻﾄﾞ
ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ､ﾅｶﾞｻｷｽ
ｽﾞﾒﾀﾞｲ､ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒ
ﾀﾞｲ

サンゴ礁生態系
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■海域生態系評価結果

・直接的な影響として、サンゴ
礁生態系、干潟生態系に及ぼ

す影響が考えられるが、消失
面積が比較的小さいことから、

影響は比較的小さいと考えら
れる。
・また、間接的な影響も比較的

小さい。

・直接的な影響として、干潟生
態系に及ぼす影響が比較的大

きい。
・間接的な影響として、残存す

る干潟環境の変化が懸念され
、干潟生態系に及ぼす影響が
考えられる。

・直接的な影響として、サンゴ
礁生態系、藻場生態系、干潟

生態系に及ぼす影響が比較的
大きい。

・間接的な影響として、残存す
る干潟環境の変化が懸念され
、干潟生態系に及ぼす影響が

考えられる。

影響を受ける主な
生態系

・サンゴ、干潟の消失があるも

のの、比較的消失面積は小さ
い。

・干潟の消失面積が比較的大き

い。

・サンゴ、藻場、干潟の消失面

積が比較的大きい。

生息場

（サンゴ、藻場、
干潟、自然海岸）

・流速の変化域が小さく、変化
の程度も比較的小さく、底質

環境の変化も比較的小さいと
考えられる。

・増設滑走路の沖側で広範囲
に流測の変化域がみられる。

・残存する干潟域のうち、増設
滑走路と現滑走路との間の海

域で、底質環境の変化が懸念
される。

・増設滑走路の沖側で広範囲
に流測の変化域がみられる。

・残存する干潟域のうち、増設
滑走路と現滑走路との間の海

域で、底質環境の変化が懸念
される。

生息環境
（潮流、水質、

底質）

210ｍ案930ｍ案1310ｍ案

２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）自然環境２）自然環境
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■陸域生態系

２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

【瀬長島】

低地－海岸植生丘陵地－森林植生類型区分

沖積層琉球石灰岩表層地質

海岸低地小起伏丘陵地形

ｱﾀﾞﾝ群落
ｽｽｷ群落
ﾊﾏｽｹﾞ群落
ｼﾊﾞ群落等

ｶﾞｼﾞｭﾏﾙ－ﾌｳﾄｳｶｽﾞﾗ群落
ｵｵﾊﾞｷﾞ－ﾌｳﾄｳｶｽﾞﾗ群落
ｷﾞﾝﾈﾑ群落

植生

上位性：ハブ、イヌ、ネコ
典型性：メジロ、ヒヨドリ、オ

キナワモリバッタ、オキナワキ
ノボリトカゲ、オキナワウスカ
ワマイマイ

上位性：ハヤブサ、サシバ
典型性：パンダナマイマイ、オキナ

ワキノボリトカゲ、オキナワトカゲ、
ナキオカヤドカリ

・瀬長島、大嶺崎周辺区域で形成さ

れている基盤環境（植生、地形

等）と動物相の関係から、陸域生

態系に及ぼす影響について検討を

行った。

・形成されている生態系の縦断的特

性及び検討結果は以下のとおり。

［瀬長島］
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■陸域生態系

［大嶺崎周辺区域］２ー６）生態系２ー６）生態系

■■３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

▽
－
-

上位性：サシバ、チョウゲンボウ、
アカマタ
典型性：シロガシラ、セッカ、アオ

カナヘビ、オキナワウスカワマイマ
イ、パンダナマイマイ、シロアゴガ

エル

上位性：ハヤブサ、サシバ

典型性：パンダナマイマイ、オキナワ
ハツカネズミ、ハラボソトンボ、ショ
ウジョウトンボ、ナキオカヤドカリ

低地－海岸植生低地－草地植生
低地－裸地

類型区分

沖積層琉球石灰岩表層地質

海岸低地海岸低地
人工平坦地

地形

ｱﾀﾞﾝ群落
ｸｻﾄﾍﾞﾗ群落
ｵｵﾊﾏﾎﾞｳ群落
ｼｲﾉｷｶｽﾞﾗ群落等

ｽｽｷ群落
ｷﾞﾝﾈﾑ群落
ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ群落
ﾊｲｷﾋﾞ群落等

植生
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２ー６）生態系２ー６）生態系

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

２）２）自然環境自然環境

大嶺崎周辺区域での影響は、現飛行場内に存在する草地を基盤とし、生態系を形成している。滑走路増設案により、これらの草地が
改変されると、草地を生息基盤としている動物相が変化すると考えられる。

ワタセジネズミ、オキナワハツカネズミ、ノミガイ、ナキオカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、オカヤドカリ、ハ
リツルマサキ、ハイシバ、ヤリテンツキ

確認されて
いる貴重種

上位性：サシバ、チョウゲンボウ、ハヤブサ、アカマタ
典型性：シロガシラ、セッカ、オキナワハツカネズミ、アオカナヘビ、シロアゴガエル、ハラボソトンボ、ショウジ
ョウトンボ、パンダナマイマイ、オキナワウスカワマイマイ、ナキオカヤドカリ

主な
構成種

人為的な攪乱なしでは維持できない平面的な生態系として成立している低地－裸地、低地－草地植生、丘陵地－草地
植生の類型

生態系の
特徴

影響あり影響の有無

大

嶺
崎
周
辺

区
域

瀬長島で影響ありとなっている210ｍ案については、瀬長島の頂上付近の一部伐採であり、周辺の低木林が残存することで、丘陵地
－森林植生、低地－海岸植生に形成される生態系はほぼ維持できるもの者と考えられる。

ワタセジネズミ、オキナワキノボリトカゲ、オキナワトカゲ、アマミタカチホヘビ、ノミガイ、イトマンケマイマイ、
トウガタホソマイマイ、ナキオカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、オカヤドカリ

確認されて
いる貴重種

上位性：ハヤブサ、サシバ、ハブ、イヌ、ネコ
典型性：メジロ、ヒヨドリ、オキナワキノボリトカゲ、オキナワトカゲ、オキナワモリバッタ、パンダナマイマイ、

オキナワウスカワマイマイ、ナキオカヤドカリ

主な
構成種

人為的な攪乱が低く自然状態に近い状態で維持され、樹木が出現することで類型間の平面的な繋がりに垂直面の繋が
りも有する平面・垂直の両面を有する生態系として成立する丘陵地－森林植生、低地－海岸植生の自然状態の地域

生態系の
特徴

影響あり影響なし影響の有無

瀬

長

島

210ｍ案930ｍ案1310ｍ案

■陸域生態系評価結果
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３）社会環境３）社会環境

３ー１）騒音（航空機騒音）３ー１）騒音（航空機騒音）

滑走路処理容量の運用パターン（台形状）に合わせた時間帯別利用比率を設定

7～19時：90％、19～22時：9％、22～7時：1％（実態と整合）
但し、自衛隊機については実態をベースとして7～19時：90％、19～22時：10％

(6) 時間帯別便数

各滑走路増設案の滑走路処理容量に対応した日便数を設定

滑走路間隔 1310m及び930m 618便/日、210m 478便/日

(5) 日便数

現在の飛行経路から想定(4) 飛行経路の設定

滑走路36：滑走路18 ＝ 6：4(3) 滑走路の利用比率

現滑走路 ：出発専用滑走路
増設滑走路：到着専用滑走路（自衛隊機の訓練飛行）

(2) 滑走路利用方法

環境基準式WECPNL(1) 騒音評価方法

■結果

・「公共用飛行場周辺における航空機騒音による障害の防止等に関する法律」において、第１種区域（空港周
辺整備計画の方策対象区域、住宅の防音工事助成対象区域）に指定されるWECPNL75の範囲は、各案ともに、
ほぼ現在指定される範囲内に入っており、発着回数の増加に伴う顕著な影響は見られないことから、地域住
民に対する航空域騒音の影響は現状とほぼ同程度と考えられる。

■課題

・環境省では、航空機による騒音の評価方法を現在の環境基準式WECPNLから、時間帯補正等価騒音レベル
（Lden）に変更する方針であることから、今後評価方法の見直しに合わせて航空機騒音の影響予測を再評価
する必要がある

■■前提条件前提条件

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

47

那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

1310ｍ案

西崎 豊崎 与根 具志
第１種区域

930ｍ案

210ｍ案

西崎 豊崎 与根 具志
第１種区域

西崎 豊崎 与根 具志
第１種区域

■■予測結果予測結果

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

３）社会環境３）社会環境

３ー１）騒音（航空機騒音）３ー１）騒音（航空機騒音）
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３ー２）景観３ー２）景観

■結果

・視点場として、瀬長島、空港ターミナルビルを設定してモンタージュ作成を行い、評価を実施。結果は以

下のとおり。

眺望景観の変化眺望景観の変化

眺望景観の視点場眺望景観の視点場

空港ターミナルビルから眺望できる海域の現空港よりに滑走路増設案は
展望される。他の案に比べ、滑走路増設案による変化は、みられるが、
現況からの眺望景観の変化の程度は比較的小さい。

増設滑走路は眺望できるが、干潟域の眺望はある程度
確保され、現況からの眺望景観の変化の程度は比較的
小さい。

210ｍ案

空港ターミナルビルから眺望できる海域の南側に増設滑走路が眺望され
るが、現況からの眺望景観の変化の程度は比較的小さい。

930ｍ案

大嶺崎先端付近に滑走路増設案の北端の一部が眺望されるが、現況から
の眺望景観の変化の程度は比較的小さい。

大嶺崎から沖側に滑走路が増設され、水平線向きの眺
望景観が変化する。
また、関連施設用地により大嶺崎から現空港にかけて
の海岸線の眺望が変化する。

1310ｍ案

空港ターミナルビルからの眺望景観の変化瀬長島からの眺望景観の変化ケース

 

● 

● 

［瀬長島］  

［空港ターミナルビル］  

３．３．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

３）３）社会環境社会環境
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現況：瀬長島

1310ｍ案

930ｍ案

210ｍ案

３ー２）景観３ー２）景観

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

３）３）社会環境社会環境

■視点場：瀬長島
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３．３．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

現況

210ｍ案930ｍ案

1310ｍ案

３ー２）景観３ー２）景観

３）３）社会環境社会環境

■視点場：空港ターミナルビル

51

那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

３－３）人と自然の触れ合い活動３－３）人と自然の触れ合い活動

■瀬長島およびその周辺においては、散策、休憩、ビーチパーティ、潮干狩りなどの利用がみられる。増設
案の比較評価に当たっては、滑走路増設に伴う場の消失の有無により人と自然との触れ合い活動の変化につ
いて、影響検討を行った（下表）。

■大嶺崎については、現状においても立ち入り制限区域となっており、また増設滑走路の配置位置に関わらず
海域の埋立や陸域の空港用地化が行われるため、いずれの案においても利用ができなくなるものとして評価
を行った。

瀬長島及びその周辺における瀬長島及びその周辺における

人と自然の触れ合い活動（現況）人と自然の触れ合い活動（現況）

人と自然の触れ合い活動の変化人と自然の触れ合い活動の変化

３．３．那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析

増設滑走路の配置、
空港用地化により大
嶺崎周辺区域の利用
不可となる。

瀬長島の一部が制限
表面に抵触するため、
一部を切除する必要
があり、一部利用が
制限される可能性が
ある。

210ｍ
案

930ｍ
案

空港用地化により大
嶺崎周辺区域の利用
不可となる。

一部利用不可
・直接的影響によ
り増設滑走路が沖
側の干潟の一部に
かかるため、一部
利用できなくなる。
・間接的影響とし
て、瀬長島から大
嶺崎にかけての干
潟で、立ち入り制
限等の規制がかか
る可能性がある。

影響なし
（直接的改変なし）

1310
ｍ案

大嶺崎の利用上
の変化の有無

干潟の利用状況
の変化の有無

瀬長島の利用状況
の変化の有無

区分

３）３）社会環境社会環境
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【現況】 【1310ｍ案】

【930ｍ案】 【210ｍ案】

干潟域と滑走路増設案との関係

３．３．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

凡例
：干潟域
：滑走路、誘導路
：展開用地

３）３）社会環境社会環境

３－３）人と自然の触れ合い活動３－３）人と自然の触れ合い活動

干潟の一部消失

干潟の一部消失

大嶺崎周辺区域の一部改変

大嶺崎周辺区域の一部改変

干潟の一部消失

大嶺崎周辺区域の一部改変
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■結果

・大嶺崎、瀬長島周辺区域の旧跡等の一覧と位置（現況）は、下図のとおり

・滑走路増設配置により影響を受ける拝所等の箇所数は下表のとおり

３．３．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

瀬長島

大嶺崎

那
覇

国
際
空
港

那

覇
市

豊
見
城
市

0 100 200 500ｍ

凡 例

名 称 既存文献からの変更または追加

１ 大嶺部落跡 範囲の変更

２ ヒーザーガー 変更なし

３ ウフグシク・タマグシク 変更なし

４ 土帝君 地点名の変更（ティーラヤー小）

５ ナカシ 変更なし

６ 龍宮神 追加

１

３

４
５

６

２

0 100 200ｍ

瀬長島

大 嶺崎

那
覇

国
際
空
港

那

覇
市

豊
見
城
市

２

１

凡 例

番号 名 称 既存文献からの変更または追加

１ 瀬長古島遺跡 変更なし

２ 瀬長グスク 変更なし

３～14 拝 所等 現状の拝所を追加した

７ ３４
５
６

14

1 3
1 2

1 1

1 0

９

８

市道６号線

空

港
管
理
用

道

路

注）島内の拝所は、返還後に置かれたもので、本来の拝所位置については

現在、豊見城市教育委員会が整理している段階である。

文化財等の現状文化財等の現状
歴史的・文化的環境に関する施設の影響歴史的・文化的環境に関する施設の影響

増設滑走路配置に伴い拝所５箇
所に改変し、大嶺部落跡の一部
が改変される。
その他の区域についても、展開
用地との一体的利用に伴い何ら
かの改変が生じる。

制限表面に抵触するた
め一部を切り取る必要
があり、瀬長グスクの
一部が改変される。

210ｍ案

増設滑走路配置に伴い拝所１箇
所に改変し、大嶺部落跡の一部
が改変される。
その他の区域についても、展開
用地との一体的利用に伴い何ら
かの改変が生じる。

930ｍ案

埋立に伴い拝所１箇所改変。そ
の他の区域についても、展開用
地との一体的利用に伴い何らか
の改変が生じる。

影響なし
（直接的改変なし）

1310ｍ案

大嶺崎周辺区域瀬長島区分

３）３）社会環境社会環境

３－４）歴史・文化的環境３－４）歴史・文化的環境



54

那覇空港の総合的な調査 沖縄総合事務局・大阪航空局・沖縄県

旧跡、拝所等 と滑走路増設案

３．３．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

【現況】

【210ｍ案】

【1310ｍ案】

【930ｍ案】

凡例
：旧跡

● ：拝所等
：増設滑走路
：展開用地
：増設滑走路配置に伴い直接的改変が
生じる箇所

３）３）社会環境社会環境

３－４）歴史・文化的環境３－４）歴史・文化的環境

瀬長島の一部改変
大嶺崎周辺区域の一部改変 大嶺崎周辺区域の一部改変

大嶺崎周辺区域の一部改変
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■結果

・増設滑走路の配置に伴い、影響を受ける範囲は以下のとおり

自然環境の保全に関する指針及び漁業権に及ぼす影響自然環境の保全に関する指針及び漁業権に及ぼす影響

評価ランクⅠ
にかかる面積

埋立面積
（参考）

該当する漁業権
共同漁業権に
かかる面積(ha)
（＝埋立面積）

特定区画漁業権
区域の箇所数

1310ｍ案 50 ha　 220 ha
特定区画漁業権、
共同漁業権

220 ha 4

930ｍ案 60 ha　 200 ha
特定区画漁業権、
共同漁業権

200 ha 1

210ｍ案 10 ha　 90 ha
特定区画漁業権、
共同漁業権

90 ha 1

ケース

自然環境保全に関する
評価（沖縄県）

漁業権

３．３．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

３）３）社会環境社会環境

３－４）その他関連する法令等３－４）その他関連する法令等
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評価ランク、漁業権（共同漁業権、特定区画漁業権）と滑走路配置範囲評価ランク、漁業権（共同漁業権、特定区画漁業権）と滑走路配置範囲

３．３．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

評価ランクⅢ

評価ランクⅡ

評価ランクⅠ

モズクオゴノリ

シャコガイ、サン
ゴ、ヒジキ

評価ランクⅣ

特定区画漁業
権

210m

1310m

930m

特定区画
漁業権

３）３）社会環境社会環境

３－４）その他関連する法令等３－４）その他関連する法令等

凡 例
：評価ランクⅠ
：評価ランクⅡ

：評価ランクⅢ
：評価ランクⅣ

：共同漁業権の境界線
：滑走路配置範囲（南側約

800ｍ、北側約500ｍ、西
側約1600ｍ）
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・環境省では、航空機による騒音の評価方法を現在の環境基準式WECPNLから、時間帯補正等価騒音レベル（Lden）に変更す
る方針であることから、今後評価方法の見直しに合わせて航空機騒音の影響予測を再評価する必要がある

航空機騒音

・旧跡、拝所等が改変の影響を受けることから、PI等を通じて県民等の意見を十分に把握する必要がある。歴史的・文化的環境

・地域住民や利用者により利用価値は大きく異なることから、PI等を通じて県民等の意見を十分に把握する必要がある。人と自然との触れ合
い活動

・貴重種の生息環境への影響（潮流、水質、底質）の程度の把握
・生物への影響の度合いについては、必要に応じた保全対策の方向性（生息場の直接的消失回避や移動・移植等）を検討す
る必要がある。

海域生物

・サンゴ、藻場の生息環境への影響（潮流、水質、底質）の程度の把握
・サンゴ、藻場の移植等の技術、事例を踏まえた保全対策の必要性・可能性の検討
・残存する干潟環境の保全対策（特に、滑走路増設案と現滑走路の間の干潟域）の必要性・可能性の検討

生息場（サンゴ、藻
場、干潟、自然海
岸）

・鳥類については、移動能力が高く、採餌域を含めた広範囲での利用が確認されていることから、今後の詳細検討にあたっ
ては、那覇空港周辺地域のみならず広い範囲での現状把握が必要となる。（広域的な利用状況の把握、消失する干潟の利
用実態の把握）

・残存する生息域（干潟）の環境変化や利用の変化について検討把握していく必要があると考えられる。

鳥類

・生息場の消失が考えられる貴重種に対する保全対策の必要性の検討陸域生物
（鳥類を除く）

・潮流による変化をできる限り低減するよう、滑走路増設案の配置や形状等について今後検討を進めていく必要があると考
えられる。

・今回用いた50ｍのメッシュ間隔での潮汐流を考慮した２次元単層モデルでは、潮流の傾向、変化域は捉えることができた
が、今後、滑走路増設案と現滑走路の間の海域や滑走路増設案の沖側の海域などの環境変化について詳細に把握していく
ためには、波浪や海浜流等の検討、海水交換量や海水交換率を踏まえた検討等が必要となると考えられる。

潮流、水質、底質

今後の検討にあたっての留意事項項目

３３．．那覇空港那覇空港の将来対応方策が環境に与える影響の分析の将来対応方策が環境に与える影響の分析

４）その他４）その他


